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Tridion や Fonto の構造化コンテンツ
制作により、コンテンツ制作プロセス
を変革します

さらに詳しく見る

1 出典：Tridion クライアントデータ

2 �Crimson Consulting Group、『Quantifying the 
Benefits and High ROI of Tridion Docs』（Tridion 
Docs のメリットと高い ROI を数値化）
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5 つの主な課題
通常のワードプロセッサアプリケーションで非構造化コンテンツを扱う場合、
次のような多くの問題が発生します。

1 つのソリューションで 
5 つすべてを解決
構造化コンテンツ制作（SCA）を導入すると、
コンテンツ制作チームは次のことが可能に
なります。

結果
Tridion や Fonto のソリューションによる

構造化コンテンツ制作の導入で、 
次のことが可能になります。

特 別 なトレ ーニ ン グ は 不 要 で、 
安定した直感的なオンライン同時
制作・レビューツールを使用して 
共同作業を行うことができます。

重複することなく複数の形式で 
再利用可能なコンポーネントとして 

コンテンツを作成できます。

コンテンツのコピー＆ペーストや 
再入力による効率の悪さや 
エラーの可能性を排除します。

すべての編集やコメントを、誰がいつ
行ったかを含め、確実に記録します。

社内での共同作業と同様に、外部
関係者ともスムーズに連携して作業
できます。

制作者、専門家、レビュアー、その他のコンテンツ関係者が 
正確なコンテンツを作成し、最新の状態に保つ方法を簡素化および効率化します。

限られたリソースや、複雑なコンテンツを
より迅速に制作しなければならないプレッ
シャーから、多くの業界では、ますます厳
格化する規格や規制要件への対応に苦慮
しています。

構造化が重要な理由
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構造化コンテンツ制作で 
5 つの課題を解決

1
面倒な共同編集および 

レビュープロセス

2
ドキュメント内のロック 

されたコンテンツの 
再利用性の低さ

3
冗長で不正確な 

コンテンツの重複

4
監査証跡の 

信頼性の低さ

5
外部関係者との 
共同作業の分断

https://www.rws.com/jp/content-management/tridion/structured-content-authoring/

